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（仮）育ちと学び、これからのひのっ子・日野人のビジョン（日野市総合教育大綱）案 
 

 日野市では、平成 20年 6月に『日野市子ども条例』が制定されました。その前文は、「いつの時

代にも子どもは社会の宝であり～未来への希望です」で始まり、「おとなは、子どもの力を信頼し、

ともに社会をつくっていきます」としています。 

日野市は、子どもが健やかに育ち、学び、やがて地域を支えることのできる環境を全力でつくっ

ていこうと考えます。そのために日野市総合教育会議で議論をもとに、日野市総合教育大綱を策

定しました。 

福祉と教育の連携をさらに強化し、『第二次日野市学校教育基本構想』、『日野市生涯学習基

本構想』及び『新！ひのっ子すくすくプラン』をこのビジョンのもとで総合的に推進することにより、

地域の人々と共に、子どもの健やかな成長を支えます。 

 

◆ビジョンテーマ 

「ひのっ子を包み込む豊かな環境が、地域から世界へ羽ばたく日野人に育む」 
 

１．「人・もの・こと」とのかかわりの中で、自ら学び、未来を拓く、ひのっ子を育てていき

ます 
●自ら学び、考え、行動する力を育む、21世紀を切りひらく力を育てていきます。 

●ICT 活用教育の推進や「ひのスタンダード」の充実等、地域と共に包み込み、先進的な教育の取り組みを充実し

ます。 

 

２．ひとりで悩まない、「いじめ」や「貧困」から子どもの育ちを支えあいます 
●子供の将来が生まれ育った環境によって左右されることのないよう、子供たちの成長を支えていきます。 

●ひとりで悩まず、自信と元気を身につけた子供が育つよう、地域社会で子供を包み込み、見守っていきます。 

 

３．学び、学びあいから新たなかかわりづくりを支援します 
●誰もが「いつでも どこでも 誰でも」学べる環境と学びを通して新しいつながりの創生を応援していきます。 

●学び、学びあいによりに見つけた力で地域社会に貢献できるよう支援していきます。 

 

４．郷土を愛する日野人として成長し、地域を創り上げていくつながりをつくります 
●自然環境資源、歴史や郷土文化資源、地域団体等の社会資源を有効活用し、郷土愛を育みます。 

●郷土愛をもった子供たちが成長し、新たな地域を創り上げていく日野人としての成長を支えます。 

 

５．藝術文化を高め、本物に触れ、本物を自ら創る文化を高めていきます 
●市内の芸術文化に係る資源の発展や発掘、藝術文化活動を行う環境整備を進め、本物に触れる体験・主体的

な活動の充実を図ります。 

●「書く文化」、「読む文化」、「創る文化」等、日野市の藝術文化を高めていきます。 

 

６．スポーツを「する」「観る」「支える」ひのっ子・日野人を増やしていきます 
●2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催をきっかけとし、子どもや若者が持つエネルギーを余す

ことなく発揮できる環境整備や、多様なスポーツに関わる機会の充実を図ります。 

 

７．多様な家庭の文化を尊重し、自分の育った家庭環境を誇りに思える地域社会を

目指します 
●家庭どうしの比較から生まれる家庭の文化ではなく、生まれ育った家庭の文化をお互いに尊重し、多様な生活

習慣・食生活等から新たな・豊かな家庭文化の創生をサポートします。 


